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で
あ
っ
て
、

擬
声
語
擬
態
語
に
由
来
す
る
中
国
語
語
案
（
坂
本
）

「
中
国
語
の
音
義
関
係
」
と
い
う
研
究
発
表
を
し
た
時
も
そ
の
事
に
少
し
触
れ

以
下
の
諸
語
は
中
国
の
現
代
語
を
専
攻
す
る
私
が
こ
れ
ま
で
気
づ
い
た
も
の

日
本
語
の
擬
声
語
擬
態
語
か
ら
日
本
人
に
大
体
無
理
な
く
受
入
れ

ら
れ
そ
う
な
語
梨
を
造
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
古
語
文
語
に
は
中
国
人
が
古
来
擬

態
語
と
理
解
し
て
い
る
語
粟
が
極
め
て
多
い
が
、
そ
の
音
が
何
故
に
擬
態
で
あ

る
か
客
観
的
に
判
断
し
難
い
も
の
が
多
い
上
に
古
い
こ
と
ば
は
私
の
専
門
外
で

も
あ
る
の
で
、

て
お
い
た
。

そ
れ
等
語
彙
は
こ
こ
に
は
挙
げ
な
い
こ
と
と
す
る
。
発
音
表
示

は
カ
ナ
の
方
か
わ
か
り
易
い
も
の
は
カ
ナ
で
、

カ
ナ
で
は
不
充
分
な
の
は
新
中

国
の
表
音
方
式
に
よ
る
。
尚
こ
と
ば
の
用
例
に
は
中
日
大
辞
典
と
倉
石
氏
の
辞

た
こ
と
が
あ
り
、
又
昭
和
二
十
三
年
頃
京
大
で
開
か
れ
た
中
国
語
研
究
会
で

お
り
、

そ
の
一
部
は
戦
前
戦
中
に
上
海
で
出
版
さ
れ
て
い
た
華
語
月
刊
に
書
い

と
思
う
が

私
は
か
ね
て
中
国
語
に
も
か
よ
う
な
例
が
か
な
り
あ
る
と
考
え
て

い
う
擬
態
語
に
よ
っ
て
出
来
た
で
あ
ろ
う
し
、

と
い
う
擬
声
語
に
由
来
す
る
で
あ
ろ
う
。

か
か
る
日
本
語
は
相
当
数
あ
る
こ
と

「
こ
ろ
ぶ
」
も
「
コ
ロ
コ
ロ
」

日
本
語
の

「
ひ
か
り
、
ひ
か
る
」
は
「
。
ヒ
カ
ッ
、
。
ヒ
カ
。ヒ
カ
、
ビ
カ
リ
」
と

「
踏
（
ボ
ソ

b
e
n
g

の
去
声
）
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
辞
典
に
は
「
跳
び

上
る
、
は
ね
る
」
と
出
て
い
る
。
正
し
い
訳
で
あ
る
が
、
私
が
北
京
で
「
僑
別

鋤
•
…
•
お
前
ボ
ン
す
る
な
」
．
と
言
っ
て
い
る
の
を
聞
い
た
時
は
、
子
供
が
室
内

で
ボ
ン
と
と
び
上
っ
た
時
で
あ
っ
た
。
「
踏
ポ
ン

」
は
ポ
ン
と
軽
快
に
と
び
上

ち
る
、

は
じ
け
る
」
で
あ
る
が
、

「
魚
鋤
着
」
は
「
魚
が
。
ヒ
ョ
ン

る
音
や
語
感
か
ら
で
き
た
こ
と
ば
で
あ
ろ
う
。

ビ
ョ
ソ
跳
ね
て
い
る
」
で
あ
る
。
同
音
「
避
ボ
ソ
」
も
「
ほ
と
ば
し
る
、
と
び

「
石
溜
近
開
」
等
は
ざ
く
ろ
が
「
ボ
ソ
と
裂

け
割
れ
る
」
で
あ
っ
て
や
は
り
ボ
ン
の
音
感
か
ら
来
て
い
る
と
思
う
。

「
鋤
」
に
近
い
こ
と
ば
に
「
跳
」
が
あ
り
「
鋤
々
跳
々
」
（
と
び
は
ね
る
）

と
い
う
こ
と
ば
も
あ
る
が
、
「
跳

tiao
」
も

ia
0

と
い
う
母
音
と
力
強
い
有
気

音
の
t

か
ら
見
て
擬
態
的
な
こ
と
ば
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
主
観
的
と

の
そ
し
り
を
受
け
よ
う
。
只
い
づ
れ
に
せ
よ
力
強
く
又
梢
複
雑
な
動
作
で
あ
っ

て
、
そ
の
点
が
軽
快
単
純
な
「
ボ
ン
」
と
異
な
っ
て
い
る
。

擬
声
語
擬
態
語
に
由
来
す
る
中
国
語
語
彙

ボ
ン
、
バ
ン
の
音

典
を
参
考
に
し
た
も
の
が
相
当
数
あ
る
。

坂

本

郎



「
棚
（
硼
）
（
ポ
ソ

b
e
n
g

の
陰
平
）
」
も
右
と
音
が
似
て
い
る
が
意
味
も
関

連
が
あ
る
。
「
車
胎
親
了
・
・
・・
・
・
ク
イ
ヤ
が
。
ハ
ソ
ク
し
た
」
、
「
鼓
皮
硬
棚
々
：
．．．．
 

太
鼓
の
皮
が
パ
ソ
と
張
っ
て
い
る
」
、
「
棚
児
棚
児
地
・
・
・
・
・
・
ビ
ソ
と
張
っ
て
」
。

こ
れ
等
は
日
本
語
の
パ
ソ
、

ポ
ソ
、
ピ
ソ
と
同
様
の
音
惑
で
あ
る
が
、

瞼
…
…
ふ
く
れ
っ
つ
ら
を
す
る
」
、
「
硼
帯
」
等
の
用
法
も
右
の
意
味
が
拡
張
使

用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

「
砕
（
ポ
ソ

p
e
n
g

陰
平
で
有
気
音
）
」
は
擬
声
語
で
「
呼
々
両
声
人
倒
在

地
下
：
・・・
・
パ
ン
パ
ン
と
音
が
し
て
人
が
地
面
に
倒
れ
た
」
、
「
評
的
一
声
門
開
了

・・・
・・・
バ
ソ
と
門
が
あ
い
た
」
。

と
い
う
音
で
あ
る
か
ら
有
気
音
と
な
っ
て
い
る
が
、

ボ
ン
時
に
は
ド
カ
ン

「
心
秤
々
地
跳
…
…
胸
が

ド
キ
ド
キ
す
る
」
の
「
坪~」
（
同
音
）
や
「
押
撃
…
…

難
詰
す
る
」
、
「
押
弾
：
·

：
弾
劾
す
る
」
の
「
拝
」
（
同
音
）
も
意
義
上
明
ら
か
に
関
係
が
あ
る
。

「膨
（
ポ
ン

p
e
n
g
)
」
は
「
膨
脹
」
の

「膨
」
で
あ
る
が
、

「鼓
膨
々
…
…

パ
ン
パ
ン
に
ふ
く
れ
た
」
（
蓬
々
と
も
書
く
）
と
い
う
用
法
か
ら
見
れ
ば
や
は

り
ボ
ン
と
張
り
き
っ
た
状
態
で
擬
態
擬
声
に
由
来
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
。

「
棒
（
パ
ソ

b
a
n
g

の
去
声
）
。
「
棒
」
と
い
う
名
詞
の
外
に
「
硬
棒
…
…

が
ん
じ
ょ
う
な
」
、
「
緊
棒
々

…・：
が
っ
ち
り
ひ
き
し
ま
っ
た
」
、
「
硬
棒
々

…
…

も
の
す
ご
く
硬
い
」
、
「
身
子
棒
：
・
：
・
体
が
が
っ
ち
り
し
て
い
る
」
の
如
く
固
く

が
っ
ち
り
し
た
感
じ
の

こ
と
ば
で
あ
る
が
、
前
記

「硬
棚
」
が

「硬
棒
」
と
音

も
意
味
も
似
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
や
は
り
擬
態
的
な
こ
と
ば
と
考
え
る
。

「
棒
（
ぽ
う
）
」
と
い
う
こ
と
ば
も
或
は

「
が
ん
じ
ょ
う
」
、
「
が
っ
ち
り
」
に
関

係
が
あ
ろ
う
。
以
前
北
京
で
は

「棒
。
ハ
ン
」
を
動
詞
に
し
た

「棒
了
。
ハ
ソ
ラ
」

か
よ
う
に
激
し
い
。
ハ
ン

「
棚
着

出
会
う
」

と
い
う
用
法
か
ら
見
る
と
前
記

在
で
は
方
言
の
影
磐
か
「
棒
．
ハ
ン
」
の
意
義
が
拡
大
し
「
す
ご
い
」
、「
り
っ
ば
」

と
い
う
よ
う
な
意
味
の
形
容
詞
と
し
て
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
写
得
棒

極
了
…
…
実
に
り
っ
。
は
に
書
い
て
あ
る
」
、

「他
真
棒
…
…
彼
は
ほ
ん
と
う
に
す

「
榔

(
b
a
n
g

の
上
声
）
」
。
一
般
に
「
し
ば
る
、
逮
捕
す
る
」
等
の
意
味
に

用
い
る
が
、
本
来
は

「
が
っ
ち
り
グ
ル
グ
ル
ま
き
に
す
る
」
こ
と
で
あ
っ
て
、

こ
の
点
が

「細

k
u
n
」
と
ち
が
っ
て
い
る
。
前
記
「
緊
棒
々
」
を
「
緊
綿
々
」

と
も
書
く
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
も

「
。ハン
」
の
「
は
り
き
っ
た
」
、

「
が
ん
じ
ょ
う
」
等
の
音
惑
に
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
都

(
b
a
n
g

の
陰
平
）
」
の
仲
間
、
グ
ル

ー
。フ
、
秘
密
結
社
等
の
意
味
も
右

「郷
」
や

「
棒
」
に
心
理
的
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
又

「
邦
」

（
同
音
）

「
く
に
」
と
い
う
意
味
も
こ
れ
等
擬
態
語
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。仏

頂
面
」
、

こ
れ
は

b
a
n

で

n

で
終
り
音
は
梢
ち
が
う
が
、
「
肩
膀

「
板
（
パ
ン
）
」
、

児
板
了
：
．．．
．
 
肩
が
こ
っ
た
」
、
「
板
瞼
・
…
・・
顔
を
こ
わ
ば
ら
せ
る
、

「
他
太
板
…
…
彼
は
ゆ
う
づ
う
が
き
か
ぬ
」
、
「
死
板
板
…
…
考
え
が

コ
チ
コ
チ
」

等
の
用
例
か
ら
見
れ
ば

「
い
た
」
の
連
想
と
い
う
よ
り
や
は
り
上
記
一
連
の
音

惑
か
ら
で
き
た
こ
と
ば
で
あ
ろ
う
。

「
磋
（
ポ
ン

p
e
n
g

の
去
声
）
」
ぶ
っ
つ
か
る
、

の
意
味
で
あ
る
が
、

と
言
え
ば
「
か
じ
が
ら
め
に
し
ば
る
」
で
あ
る
。

、
。

ご

し

」

ぶ
ち
あ
て
る
、

出
会
う
等

「
硯
破
了
破
璃
：
・：
・
つ
き
あ
た
っ
て
ガ
ラ
ス
を
割
っ
た
」
、

「
磋
頭
…
…
頭
が
ぶ
っ
つ
か
る
、

の

「
五
花
大
部
」

と
い
う
こ
と
ば
は
婦
人
の
前
で
は
口
に
せ
ぬ
が
よ
い
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
現



擬
声
語
擬
態
語
に
由
来
す
る
中
国
語
語
索
（
坂
本
）

「
こ
っ
び
ど
く
し
か
り
つ
け
る
」
と
い
う
意
味
に
も
な
る
。
若
し
南

「
呼
ボ
ン
」
に
関
係
が
あ
ろ
う
。
こ
の
「
硯
ボ
ソ
」
は
麻
雀
用
語
と
し
て
日
本

い
用
法
で
は

p
a
n

と
読
む
し
、

…
つ
ば
を
吐
く
。

「
心
広
体
肝
：
：
；
心
が
広
く
体
が
ゆ
っ
た
り
」

又
「
貯
」
の
音
符
の
「
半
」

方
式
に
入
声
で
言
え
ば
、

か
ら
見
て
当
然

p
a
n

の
音
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、

「
肥
え
た
、
太

っ
た
、
デ
プ
」

用
法
で
は

p
a
n
g

と
口
腔
内
の
広
い

n
g

の
音
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
「
太

っ
た
」
と
い
う
意
味
が
本
来
の
音
を
擬
態
的
な
口
腔
内
の
広
い

p
a
n
g
に
変
え

た
も
の
と
思
う
。

ロ
辺
の
漢
字
に
は
擬
声
や
擬
態
と
予
想
さ
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
擬
声
以
外

の
用
法
で
日
本
人
に
も
は
っ
き
り
そ
れ
が
擬
声
擬
容
に
由
来
す
る
と
首
肯
で
き

「
吐
吐
沫
…

「
吐
(

t

u

上
声
去
声
）
」
は
「
吐
く
」
で
あ
る
が
t

u

の
口
の
形
と
有
気
音

の
t

か
ら
見
て
明
ら
か
に
擬
態
語
で
あ
り
叉
擬
声
語
で
も
あ
る
。

日
本
で
も
子
供
に
「
ツ
ー
し
な
さ
い
」
と
い
う
人
が
あ
る
。

「
嘔
吐
」
の
「
嘔
」
も
O
U

で
嘔
吐
時
の
始
め
の

口
腔
内
の
形
そ
の
ま
ま
で
擬

讐
g
o

「
唾
(

(
t

u

o
:
…

•
つ
ば
き
）
」
もこ
の
関
連
語
で
あ
る
。

「
眸

(
c
u
i

の
去
声
）
」
元
来
た
ん
や
つ
ば
き
を
強
く
吐
き
か
け
る
動
作
で

あ
る
が
、

そ
の
口
の
形
と
音
の
速
度
が
そ
の
動
作
そ
の
ま
ま
で

あ
る
。
北
京
で
は
去
声
で
あ
る
が
、
北
京
の
去
声
は
租
江
南
の
入
声
に
似
た
調

子
で
あ
る
。
「
弊
人
・
・・・・
・
人
に
つ
ば
を
は
き
か
け
る
」
。

c
u
i

の
C

も
こ
の
動
作

に
ふ
さ
わ
し
い
有
気
音
で
あ
る
。
尚
こ
の
こ
と
ば
は
「
チ
ェ
ッ
」
と
軽
蔑
す
る

「
悴
！
這
個
老
柳
子
！・
・・・・・チェッ

！
こ

の
お
い
ぼ
れ
め

「吹

(
c
h
u
i)」

c
h

も
有
気
音
で
あ
る
。
日
本
語
「
ふ
く
」
の
「
ふ
」
も
擬
声
語
で
あ
ろ
う
。

中
国
語
の
「
吹
」

も
日
本
同
様
「
ホ
ラ
を
吹
く
」
等
の
用
法
が
あ
る
。

が
つ
く
「
吹
嘘
チ

ュ
イ
シ
ュ
イ
…
…
吹
聴
す
る
」
の

「
嘘

(
X
U

ジ
ュ
イ
）
」

も
息
を
は
く
擬
声
擬
態
語
で
、
あ
え
ぐ
様
子
は
「
喘
嘘
々
」
と
い
う
。

も
中
国
音
の

h
a

そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
又
眼
鏡
に
息
を
ハ
ー
ッ
と
吹
き
か
け
る

の
を
「
唸
眼
鏡
」
、
寒
い
時
手
に
息
を
ふ
き
か
け
る
の
も
「
除
手
」
と
い
う
。

「
咆
（
シ
ー
）
」
こ
の
音
は
古
音
を
保
存
す
る
南
方
で
は

「
ヒ
ー
」
に
近
い
。

「
ヒ
ヒ
ヒ
」
と
笑
う
音
と
口
の
形
で
「
笑
嗜
々
…
…
ニ
コ
ニ
コ
」
、
「
喀
笑
…
…

ク
ス
ク
ス
笑
う
」
と
辞
典
に
あ
る
が
、
要
す
る
に
「
ヒ
ー
」
や
「
ヘ
ー
」
と
い

ぅ
口
の
形
で
笑
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
見
る
と
「
喜
」
や

「
穂
」
も
元
来
は
擬
声
擬
態
語
で
あ
る

こ
と
が

わ
か
る
。

p
u
、
p
a
i
、
p
e
n

「
嘆

(p
u
)」
こ
れ
は
「
嘆
的

一
声
把
灯
吹
滅
了
••
•
…
。
フ
ー
ッ
と
ラ
ン
プ
を

床
来
…
；
：
小
猫
が
パ
ッ
と
ベ
ッ
ド
に
と
び
上
っ
た
」
の
如
く
「
パ
ッ

」
と
い
う

吹
き
け
し
た
」

の
如
く
本
来
は
プ
ー
と
い
う
音
で
あ
る
が
、

る
も
の
は
数
多
く
は
な
い
。

ロ

の

動

作

「
小
猫
喫
地
跳
上

「嗜
々
唸
ク
：
…
へ
へ
へ
＾
＾
ハ
と
笑
う
」
。

「
唸
（

ハ
ー）」

と
い
う

「
眸
（
パ
ソ
）
」

と
い
う
古

「
喰
々
笑
」
（ハ

ー
ハ
ー
と
笑
う
）
」

の
(
卜
は
音
も
動
作

． ゚
擬
声
語
に
も
な
る
。

で
も
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「吹」

笛
等
を
吹
く
動
作
と
こ
の
音
か
ら
見
て
擬
態
音
と
思
う
。



「
睦

(
t
a
n
g
)」

わ
し
い
。
又
「
叩
」
と
「
拍
」

「
噴
布
：
・
：
・

「
噴
(
p
e
n

)」
「
噴
飯
：
…
•
ご
飯
を
プ
ー
ッ
と
ふ
き
出
す
」
、

き
り
ふ
き
す
る
」
、
「
噴
々
香
：
・
・
・
・プ
ソ
プ
ン
よ
い
香
り
が
す
る
」
の
如
く
擬
態

こ
れ
等
に
共
通
の
P

の
音
は
閉
じ
た
両
唇
を
つ
き
破
っ
て
出
す
有
気
音
で

あ
る
た
め
、
そ
う
い
う
感
じ
の
動
詞
に
は

P

を
語
頭
に
も
つ
も
の
が
多
い
。

例
、
砲

p
a
o
、
破

P
O
、
屁

p
i
、
剖

p
o
u
、
霧

p
i、
剪

p
i
、
咆

p
a
o
、

疱

p
a
o
、
泡

p
a
o

太

鼓

の

音

等

「
哩
的
一
拳
打
在
栗
子
上
…
．．． 
ど
ん
と
こ
ぶ
で
卓
を
た
た

的
な
こ
と
ば
で
あ
る
。

「
叩
喉
」
も
「
拍
喉
」
と
書
く
こ
と
も
あ
る
。

は
南
方
で
は
同
音
の
と
こ
ろ
が
多
い
。

右
の

迅
速
な
動
作
を
も
示
す
、
こ
れ
は
「
嘆
」
の
音
が
元
来
入
声
で
あ
る
こ
と
に
も

関
係
が
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
よ
り
「
猫
撲
耗
子
：
…
．
猫
が
鼠
に
と
び
か
か
る
」
の

「
撲

(
p
u
)
」
も
擬
態
語
に
由
来
す
る

こ
と
が
わ
か
る
。
「
撲
他
去
」
は
「
彼

に
お
ど
り
か
か
る
」
。

ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り

「
拍
」
は
乎

「
撲
通
ポ
ト
ン
」
等
の

尚
「
撲
」
は
「
撲
騰
．
ド
ス
ソ

」、

擬
声
語
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
叩
(
p
a
)
」
「

PB的
一
声
拍
巣
子
…
…
パ
ク
ソ
と
テ
ー
プ
ル
を
た
た
く
」
の

如
く
擬
声
語
で
「
珀
喉
…
•
•
•バ
チ
ャ
」
●
「
叩
嘔
…

·
:
‘
、
ハ
タ
ッ
」
の
よ
う
に
用
い

「
拍

(
p
a
i
)
」
も
こ
の
擬
声
に
よ
り
で
き
た
こ
と
ば
と
思
う
。

た
い
物
で
た
た
く
動
作
で
あ
る
だ
け
に
こ
の

p
a

と
か

p
a
i
と
い
う
音
が
ふ
さ

「
劉

(
s
h
u
a
)
」
「
小
雨
蘭
々
地
下
…
・
：
小
雨
が
サ
ー
ッ
と
ふ
る
」
、

「
捌
地

一
下
胞
了
：
・
｀
・サ
ー
ッ
と
逃
げ
た
」
。
「
サ
ー
ツ
」
と
い
う
音
感
の
こ
と
ば
で
本

来
入
声
で
あ
る
。

「
擦

(
c
a

ツ
ァ
ー
）
」

に
似
て
い
る
が
、
プ
ラ
ジ
以
外
布
等
で
ふ
い
た
り
塗
っ
た
り
す
る
の
に
主
と
し

南
方
で
は
「
ツ
ァ
」
の
入
声
で
音
も
意
味
も
「
刷
」

「
刷

(
s
h
u
a
)
」
プ
ラ
シ
や
ク
ワ
ジ
を
用
い
る
動
作
で
あ
る
が
、
右

「
劉
」

に
よ
り
「
サ
ッ
サ
ッ
」
と
い
う
音
に
よ
り
で
き
た
動
詞
と
思
う
。
動
作
の
目
的

を
問
わ
ず
動
作
の
形
式
に
重
点
を
置
く
と
い
う
中
国
語
動
詞
の
特
性
に
よ
っ
て

「
刷
」
は
プ
ラ
シ
で
こ
す
り
落
す
の
も
塗
る
の
も
共
に
「
刷
」
と
い
う
。

子
・・・
・・・
プ
ラ
ジ
」
と
い
う
名
詞
に
も
な
っ
て
い
る
。

「刷

拭

ぐ

塗

る

等

た
る
」
感
じ
に
用
い
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

太
鼓
鏑
銅
鎖
等
の
音
。

「
鎧
(
t
a
n
g
)
」

「
鞄

(
t
a
n
g
)
」
太
鼓
の
音
。

こ
れ
は
皆
大
き
い
音
で
古
音
の
残
る
江
南
で
は
「
ド
ソ
」
と
か
「
ダ
ソ
」
と

「
堂

(
t
a
n
g
)
：
・
：
大
広
間
」
と
か

「
堂
堂
・
…
：
堂
々
た
る
」
と
は
無
関
係

と
い
う
擬
声
語
も
あ
る
が
、

で
は
あ
る
ま
い
。
と
い
う
の
は
太
鼓
の
音
に
は
軽
快
な
「
業

(
t
e
n
g

ト
ン
）
」

「
菱
々
地
」
と
言
え
ば
老
年
だ
が
元
気
で
は
り
き

っ
て
い
る
と
い
う
副
詞
に
な
る
の
で

「ド

ン
ド
ン
」
と
い
う
太
い
音
は

「堂
々

い
う
濁
音
で
日
本
人
の
音
感
同
様
で
あ
る
。
こ
の
大
き
い
感
じ
は

〇

く」

ニ
四



擬
声
語
擬
態
語
に
由
来
す
る
中
国
語
語
症
（
坂
本
）

と
ば
で
あ
ろ
う
。

娃
娃

(
w
a
(
陽
平
）

w
a
・・・・
：
赤
ん
坊
）
。

ワ
ー
泣
く
」
の
「
畦
々
w
a
w
a
」
か
ら
で
き
た
こ
と
ば
に
ち
が
い
な
い
。

老
鵠

(lao
g
u
a
…
゜
：
か
ら
す
）
。

か
ら
す
は
「
吐
々
(
g
u
a
g
u
a
)
地
叫
…
・
:

カ
ー
カ
ー
と
な
く
」
の
で
擬
人
化
し
て
「
老
甜
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
か

ら
す
は
「
鶉

(
y
a
)
」
と
も
言
う
が
、

で
は
n
g
a
で
あ
る
か
ら
こ
れ
も
そ
の
嗅
き
声
に
よ
っ
て
古
代
に
で
き
た
こ

猫

(
m
a
o
)
の
な
き
声
は
中
国
語
で
は
m
i
w
u
か
m
i
a0

で
あ
る
が
、
「
猫
」

な

き

声

で
は
な
く
軟
か
み
の
あ
る
動
作
で
あ
る
。

J

の
「
碑
5

」
の
音
符
「
牙
」
は
江
南

J

ろ
ぶ
と
い
う
動
詞
は
「
枯
嗜
」

に
関
係
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

滑
車
、
＇
ロ
ク
ロ
を
意
味
す
る
。

「
涙
(
g
u
n
こ
ろ
ぶ
）
」
。

言
い
、

二
五

通
は
「
淡
ク
ー
ソ
」
と
言
い
前
記
「
昭
噌
出
去
」
は
一
般
に
「
浚
出
去
」
と

「
こ
ろ
ん
で
出
て
行
く
」
意
味
か
ら
転
じ
て

「
出
て
う
せ
ろ
」
と
い

で
よ
い
が
、
普

日
本
語
「
コ
ロ
」
は
中
国
か
ら
の
伝
来
語
か

日
本
の
「
コ
ロ
コ
ロ
」
か
ら
で
き
た
こ
と
ば
か
の
い
づ
れ
か
で
あ
ろ
う
。
日

本
語
の
「
こ
ろ
ぶ
」
は
「
コ
ロ
コ
ロ
」
か
ら
、
「
く
る
ま
」
は
「
ク
ル
ク
ル
」

「
孫
子
桂
桂
叫
…
…
子
供
が
ワ

ー

「
甜
(
g
u
a
コ
ア
）
」

．．．．．． 
顔
を
そ
る
」

「
一
骨
禄
起
来
了
」
は
「
ク
ル
ッ
と
起
き
上
っ
た
」
で

う
に
音
に
関
係
の
あ
る
こ
と
ば
で
「

E
I
J
排
：
…
•
こ
そ
ぎ
落
す
」
、
「
甜
垢
…
…
あ

か
を
か
き
落
す
」
の
如
く
「
ゴ
ツ
ゴ
シ
」
こ
す
る
の
に
用
い
る
か
又
は
「
利
瞼

と
ち
が
っ
て
g
u
a
(
元
は
入
声
）
に
は
固
さ
が
あ
る
の
で
、
用
法
の
ち
が
い
が

で
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
甜
」
は
用
法
が
更
に
拡
大
し
「
利
地
皮
」
と
言
え

「
抹
(
m
o
)
」
こ
れ
も
「
け
す
」
と
か
「
塗
る
」
こ
と
で
あ
る
が
、
m
o
の

m
音
が
示
す
よ
う
に
「
サ
ッ
サ
ッ
」
、
「
ツ
ァ
ッ
ツ
ァ
ツ
」
と
か
「
ゴ
シ
コ
シ
」

「
抹
胡
子
…
…

ひ
げ
を
な
で
る
」
、

「
抹
黄
油
：
…•
パ
ク
を
塗
る」
、
「
抹
眼
涙
…
…
を
こ
す
る
」
。

「
枯
嗜
」
叉
は

ば
強
引
に
そ
の
土
地
の
人
民
を
搾
取
す
る
と
い
う
意
味
に
な
る
。

ク
ル
ク
ル
、

の
よ
う
に
鋭
い
も
の
で
そ
る
意
味
に
な
る
。
s
h
u
a
や

ca

「
甜
打
巣
子
：
…
•
テ
ー
プ
ル
を
打
ち
た
た
く
」
の
よ

て
用
い
る
C

「擦
布
・
…
・
・
ぞ
う
き
ん
」
、「
擦
子
…
…
ふ
き
物
」
。

「
蚊
子
ー
か
」
。

の
字
の
音
符
「
苗
」
は
音
m
i
a0

で
あ

っ
て
、
こ
れ
も
な
き
声
に
由
来
す
る

わ
け
で
あ
る
。
鹿
児
島
県
の
一
方
言
で
猫
の
こ
と
を

「
マ
オ
ー
」
と
い
う
そ

う
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
多
分
な
き
声
が
訛
っ
て
「
マ
オ
ー
」
と
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

蚊

(
w
e
n
)
蚊
の
な
く
の
は
「
唆
々
w
e
n
g
w
e
n
g
」
と
言
い
w
e
n
に
近
い

が
、
江
南
に
は
V
e
n
g
と
い
う
音
も
あ
り
、
元
は
「
プ
ソ
プ
ン
」
と
い
う

音
に
よ
っ
て
名
、つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ロ
こ
ろ
ぶ
」
、

コ
ロ
コ
ロ
等

「
骨
禄
」
（
音
ク
ー
ル
ー
）
。
「
吃
噌
昭
咽
地
浚
：
・
・・・
コ
ロ
コ

「
枯
噌
吃
噌
転
·
·…

•

ク
ル
ク
ル
ま
わ
る
」
、

声
、
、
コ
ロ
ゴ
ロ
と
い
う
雷
の
音
」
、
「
水
焼
得
枯
噌
吃
噌
地
響
…
…
湯
が
た
ぎ
っ

て
グ
ラ
グ
ラ
音
が
す
る
」
の
如
く
擬
声
語
で
あ
る
が
、
動
詞
に
も
な
り
「
枯

噌
出
去
」
は
「
こ
ろ
ん
で
出
て
行
く
」
、
「
把
球
？
？
過
去
」
は
「
ボ
ー
ル
を

こ
ろ
が
し
て
行
く、

あ
る
。
こ
の
ク
ー
ル
ー
は
名
詞
「
鈷
輔
ク
ー
ル
ー
」

「
枯
噌
咄
嗜
的
雷

と
も
な
り
、
車
輪
、



は
ク

ー
ル
ー
と
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
の
で
あ
る
。

ヽ

と
し

ヌ
ル
ヌ
ル
、

う
軽
蔑
の
こ
と
ば
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
か
よ
う
に
意
味
は
「
浚
」
と

「咄

噌
」
共
に
同
様
で
あ
っ
て
相
違
点
は

lu
と

n
の
ち
が
い
だ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が

l
と

n

は
相
通
じ
易
い
音
で
中
国
で
は

li
と

n
i
と
の
区
別
の

な
い
地
方
も
あ
り
、
北
京
で
さ
え
「
脊
梁
」

ji
li
a
n
g
を

ji
ni
a
n
g
と
訛

り
、
「
日
本
の

「敦
賀
も

「
ツ
ノ
ガ
」
の
訛
り
と
言
わ
れ
て
い
る
●
か
く
考

え
る
と

「涙
」
は

「帖
嗜
」
に
由
来
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ろ
ぶ
」
意
味
以
外
に
「
涙
開
的
水
…
•
ー

・

グ
ラ
グ
ラ
わ
い
た
湯
」
、
「
浚
熱
…
…

と
て
も
あ
つ
い
」
、
「
浚子・・・・・・

ロ
ー

ラ
ー
」
と
か
水
や
ほ
こ
り
が
「
浚
々
」

と
い
う
よ
う
に
用
法
が
多
い
が
、
共
に
上
述
の
擬
声
擬
態
に
関
係
が
あ
る
わ

け
で
あ
る
。

「
麒
輔
（
ル
ー
ル

ー
）
」
ゴ
ロ
‘
、
コ
ロ
と
い
う
車
の
音
で
あ
る
が
、

「
輪

(
l
u
n
)
」
こ
れ
は
「
輪
、
ま
わ
る
、
ま
わ
す」

で
あ
る
が
、
「
ク
ー
ル
ー
」

と

「g
u
n
」
の
関
係
と
同
じ
く
右
「
ル
ー
ル
ー
」
と

J
u
n
と
の
関
係
が
想
像

「
車
輪
」
と
い
う
中
国
語
は
俗
に
「
車
帖
輔
」
と
も
言
い
、

「
推

(
l
u
n

ふ
り
ま
わ
す
）
、
こ
れ
も
「
輪
」
の
「
ま
わ
す
」
と
い
う
動
作
の

中
で
手
に
関
す
る
も
の
に
手
辺
を
つ
け
た
ま
で
で
あ
る
。

ふ
り
ま
わ
す
」
。

「
枯
咽

(
g
u
d
u
 :：・
・
（
グ
ッ
グ
ツ
、

湯
が
グ
ラ
グ
ラ
と
わ
い
た
」
、

グ
ラ
グ
ラ
）
」

「倫
刀
：
…
力
を

「
水
吃
喝
開
了
··
:
•
•
お

転
じ
て
「
グ
ッ
グ
ッ
グ
ラ
グ
ラ
煮
る
」

さ
れ
る
。

マ
ル
イ
、
ナ
ガ
レ
ル
」
等
の
感
じ
を
示
す
傾

l
u
n
 

溜

(
liu
)

「
光
巴
吃
流
」
と
も
言
う
が
、

「
吃
流
」
の
音
も
「
出
溜
」
に
近
い
。

類
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ー
ル
ー
）
」
と
書
け
ば
「
ろ
く
ろ
」
で
あ
る
。

J

れ
も
「
ク
ー
ル
ー
」

J

れ
は

の
同

「
輔
轄
（
ル

「凄
」
は
「
こ

u
音

得
把
嘴
咄
喝
起
来
…
…
彼
は
怒
っ
て
口
を
と
が
ら
せ
た
」
。

「
他
気

と
い
う
音
は
中
国
語
の
U

音
の
性
格
か
ら
口
を
と

う
動
詞
に
も
な
る
。

る
」。

尚
こ
の
「
吃
咽
」

が
ら
せ
て
発
音
す
る
。
そ
れ
で
次
の
よ
う
な
擬
態
動
詞
に
も
な
る
。

出
溜

(
c
h
u
liu
す
べ
る
、
ツ
ル
ッ
と
す
べ
る
。
）

「従
披
児
上
出
溜
下
来
…
…
坂
か
ら
ッ
ル

ー
ッ
と
す
べ
り
お
り
る
」
、「
在
氷

上
打
出
溜
…
…
氷
の
上
を
す
べ
る
」
、
「
i
2
了
一
個
限
頭
…
…
ツ
ル
ッ
と
す

べ
っ
て
こ
ろ
ん
だ
」
、
「
ツ
ル
ッ

」
と
い
う
擬
態
語
が
動
詞
に
な
っ
た
も
の
で

•

…
・
・
ツ
ル
ツ
ル
光
る
」

、

あ
る
が
、
意
義
が
拡
大
し
て

「那
個
人
ー
ー
了
」
は

「
奴
は
ぐ
れ
た
」
と
い

う
意
味
に
な
る
。
然
し
以
前
北
京
で
は
日
本
語
の
「
あ
い
つ
す
べ
っ

た」

と

同
様
「
不
合
格
」
と
い
う
意
味
に
も
な
っ
た
よ
う
に
記
憶
す
る。

「光

i
t

「光
巴

t
i…
・：
ツ
ル
ヅ
と
な
め
ら
か
」
、

「す
べ
る
」

と
い
う
意
味
以
外
多
く
の
用
法
が
あ
る
が
、
「
光
溜
・
:

な
に
も
な
く
す
べ
っ
こ
い
」
、
「
光
溜
溜

•
…
•

•
ス
ベ
ス
ベ
テ
カ
テ
カ

」
、
「
滑
溜

溜
…
…

ツ
ル
ツ
ル

し
た」
、
「
溜
氷
…
…
ス
ケ
ー
ト
」
等
の
用
例
で
わ
か
る
よ

う
に
「
出
溜
」
と
い
う
擬
態
語
に
大
い
に
関
係
が
あ
る
。

元
々
l

音
や
ラ
行

音
は
「
ナ
メ
ラ
カ
、

向
が
あ
り
、

ツ
ノレ
ッ
ノレ
ヽ

ス
ペ
ル
、

日
本
語
で
は
ラ
行
音
は
本
来
語
頭
に
は
な
い
と
言
わ
れ
る
が
、

ズ
ノレ

ズ
ノレ
ヽ

ス
ル
ス
ル
、
ズ
ル
イ
、

コ
ロ
コ
ロ
、

「
把
白
菜
再
咄
咽
：
・
・
・
・
白
菜
を
さ
ら
に
グ
ッ
グ
ッ
煮

二
六



擬
声
語
擬
態
語
に
由
来
す
る
中
国
語
語
粟
（
坂
本
）

最
後
に

「
柳

(
Jiu
)
」
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て

と
聞
い
た
時
、
中
国
人
は
柳
の
木
を
連
想
し
な
く
て
も
な
め
ら
か
な
曲
線
を

流
流
」
、
「
吃
流
」
と
書
か
れ
る

こ
と
が
あ
る
。

「柳
腰

liu
y
a
o」

と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
料
理
法
の
一
つ

で
あ
る

「溜
魚
片
」
等
の

「溜
（
燿
）
」

も
肉
や
魚
を
片
栗
粉
等
を
入
れ
て
煮
る
所
謂
あ
ん
か
け
料
理
で
、
ト
ロ
ッ
と

し
た
汁
が
か
か
っ
て
い
る
の
で

l
i
u

と
な
っ
た
も
の
と
思
う
。

「
瘤
」
の

liu
や
「
石
梱
」
の

liu
、
さ
ら
に
「
瑠
璃
」
の

liu
も
ツ
ル

ツ
ル

し
て
ナ
メ
ラ
カ
な
マ
ル
み
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
、

又

「
流

(
Jiu
)
」
も
多
分
関
連
が
あ
ろ
う
。

「
滑
溜
溜
」
や
「
出
溜
」
も
時
に
「
滑

「

liu」

る
こ

と
も
「
溜
（
避
）
馬
」
と
い
う
。

る。

ィ
」
で
あ
り
「
脈

ni
」

二
七

に
も

「
ネ
ぐ
ハ
リ
つ
く
、
く
っ
つ
く
、
し

つ
こ
い
」

に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

中
国
の
「
粘

ni
a
n
(
陽
平
）
」

は

「
ネ
バ

「
捏

ni
e
」
も
日
本
語
コ
ネ
ル
、
ネ
ル
と
同
様
そ

コ
ネ
て
作
る
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
「
捏
造
」

「
館

Jiu
饂
頭
」
は
辞
書
に
は

「
マ
ン
ト
ウ
を
蒸
し
な
お
す
」
と
あ
る
が
、
こ

れ
も
固
く
な
っ
た
の
を
や
わ
ら
か
に
ナ
メ

ラ
カ
な
感
じ
に
す
る
の
で

「
揺
」
に
は

「
ひ
ネ
ル
」

「
ネ
ジ
る
」
意
味
が
あ
る
が
、

ネ
ル
」
意
味
が
あ
り
叉

「
捻

(
n
i
a
n
上
声
）
」
の

「
ひ
ネ
ル
」
も
音
が
似
て

い
る
。
「
捏
」
は
「
コ
ネ
ル
、

と
い
う
熟
語
も
あ
る
が
、

「
捏
」

に
も

「
ひ

の
音
惑
か
ら
発
生
を
し
た
こ
と
ば
で
あ
ろ
う
。
日
本
語
の

「
ネ
」
は

「
ネ
チ

ャ
ネ
チ
ャ
」
、
「
ネ
バ
イ
」
、「
ネ
ッ
ト
リ」

等
「
ネ
ル
」
に
関
係
の
あ
る
意
味

「
泥
」
も
そ
の
音
感
か
ら
用
い
ら
れ
た
も
の
と
思
う
。

「
丑

泥

(
ni
)
」」

と
か

「
紐
々
泥
々
」
と
も
言
う
が
、

J

の

「
捏
」
や

「
モ
ジ

モ
ジ
す
る
」
は

「
溜
食
：
・…
食
物
の
消
化
の
た
め
食
後
散
歩
す
る
」
、

ナ
メ
ラ
カ
な
惑
じ
か
ら
来
た

こ
と
ば
と
思
う
。
一
部
日
本
人
に
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
「
溜
達
々
々

…
…
散
歩
す
る
」
は

「溜
一
溜
」
と
も
言
い
、
や
は
り

散
歩
し
て
全
身
を
ほ
ぐ
し
な
め
ら
か
に
す
る
意
味
で
あ
り
、
馬
を
運
動
さ
せ

J

れ
も

liu
音
の

で
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

ク
ル
ク
ル
、
グ
ル
グ
ル

「
ニ
ャ
」
等
の
音
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
ヒ
ネ
ル
、

ク
ネ
ラ
せ
る
、

「
紐
々
捏
々

n
i
u
-
n
i
u
 
ni
e
 

ni
e-」
は
体
を
左
右
に
ふ
っ
て
シ
ャ
ナ
リ
シ
ャ
ナ
リ
歩
く
さ
ま
や
モ
ジ
モ
ジ

す
る
さ
ま
で
あ
る
が
、

ク
ニ
ャ
ク

ニ
ャ
」
と
い
う
よ
う
に

「
ネ
ル
」
や

日
本
語
の

「
ク
ネ
ク
ネ
」
と
か
「
ニ
ョ

ロニ

ョロ

」
、

「
ニ
ュ
ル
ニ
ュ
ル
」
等
と
ど
こ
か
共
通
点
が
あ
る
。

け
、
ク
ニ
ャ
ク

ニ
ャ
し
な
い
で
」

「他
溜
了
…
…
彼
は
ス
ル
ッ
と
ぬ
け
出
し
た
」
、
「
溜
進
来
…
…
ス
ル
ッ

と

し

の
び
こ

む
」
、
「
説
溜
了
嘴
…

•
•
•
口
を
ス
ベ
ら
せ
た

」
。
「
溜
肩
膀
な
で

肩
、
C

ス
ル
い
態
度
」
、
「
溜
奸
溜
滑
：
・・・・
ズ
ル
い
」。

「
す
べ
る
」
以
外
に
色
々
な
用
法
が
あ
る
が
大
て
い
右
の
感
じ
に
関
係
が
あ

中
国
語

l
音
の
中
で
は

liu
に
こ
の
感
じ
が
強
く

ト
ロ
ッ
と
の
如
く
右
の
感
じ
が
二
字
目
の
ラ
行
音

「
担

(
n
i
u
上
声
）
」

n
i
u
と

Jiu
と
音
感
が
似
て
い
る
が
異
る
点
も
あ
り
、

そ
の
意
味
も
同
様
に
似
た
点
と
異
る
点
が
あ
る
。

「柾
腰
」
と
言
え
ば

「
腰

を
ヒ
ネ
る
、
腰
を
ク
ネ
ら
せ
る
。

DIU
等

の

音

想
像
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

「快
点
走
杷
、
別
柾
了
」

は

「は
や
く
歩

で
あ
っ
て
、
か
か
る
動
作
に
は
日
本
も



児
」
と
い
う
の
も
以
上
の
女
性
的
な
感
じ
に
由
来
す
る

（
以

上
）

も
の
と
考

と
い
う
意
味
が
あ
る
。

「
檸

n
i
n
g」
の
「
ネ
ジ
ル
、

意
味
も
こ
の
一
連
の
音
に
関
係
が
あ
ろ
う
。

俗
語
で

女
の
子
を

「姐
え
る
。

ヒ
ネ
ク
レ
」

mu 

と
い
う

ニ
八




